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（速報の記事・写真の転載は自由。データが必要な場合は送付可） 

第 84 回メ－デ－中央大会 

さわやかに晴れわたった中、4 万人が参加 

第 84 回メーデー中央大会が 4 月

27 日、さわやかに晴れわたった青空

の下、東京・代々木公園Ｂ地区とサー

カー場などを会場に 4 万人が参加し

て開かれました。 

退職者連合  

  ４４３名参加 

 

退職者連合の旗

の下には、中央退

職者組織 19 団体

443 人が結集（写

真左）。退職者連合を代表して阿部保

吉会長が、中央式典の来賓としてス

テージに登壇しました。（写真上） 

中央式典では主催者を代表して古

賀伸明メーデー中央実行委員長（連

合会長）があいさつ。また来賓では

政府を代表して田村憲久厚生労働大

臣、後援団体からは猪瀬直樹東京都

知事などがあいさつを行いました。

政党あいさつでは民主党の海江田万

里代表が「何としても都議選と参院

選に勝利したい」との決意を表明し

ました。また東日本大震災被災地を

代表して岩手県の達増拓也知事がさ

らなる復興支援を訴えました。大会
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は「日本全体でつながり・支え合お

う！すべての働く者の連帯で働くこ

とを軸とする安心社会を実現しよ

う！」とのスローガンとメーデー宣

言を満場一致で採択しました。 

◇       ◇ 

後期高齢者医療制度の廃止を！ 

改革国民会議に 

意見書提出 
退職者連合は4月16日開催した第

9 回常任幹事会で、社会保障制度改

革国民会議に対し意見を述べること

を決め、4月19日、Webで意見書を提

出しました。 

これは4月4日に開かれた第8回

社会保障制度改革国民会議が、ＨＰ

による意見募集を決定したことを受

けたもの。意見募集については三党

実務者協議で民主党が意見聴取を提

起。4月18日～5月15日までの期間

で実施が決まったもの。意見書の内

容は以下の通り。 

＜意 見 書＞ 

2013 年４月 19 日 

社会保障制度改革国民会議 

会長 清家 篤 様 

 

日本高齢・退職者団体連合  

会長 阿部 保吉 

 

先の国民会議第８回会議で確認さ

れた意見募集について、次のように

提出します。今後の審議に活かして

いただきますようよろしくお願いいた

します。 

医療制度について 

１．高齢者医療制度 

①後期高齢者医療制度を廃止し、高

齢者医療制度改革会議の最終とりま

とめに基づく改正法案を早期に成立

させ、施行すること。 

②都道府県単位の財政運営 

市町村国保については、財政基盤の

安定を図るため、都道府県単位の財 

政運営とすること。 

③高齢者の保険料 

現役世代の保険料の増加分を７５歳 

以上の高齢者と現役世代と折半し、 

高齢者の保険料を段階的に引き上げ 

る仕組みとなっているが、新たな制度 

においては、保険料増加分の負担割 

合を高齢者と現役世代が均衡するよ 

う見直すこと。 

２．公的皆保険の堅持 

①公的国民皆保険を堅持すること。

その基礎としての国民健康保険の財

政基盤を確立し、低所得者に対する

対策を講じて無保険者を発生させな

いこと。 

②医療を市場化する「混合診療」を導

入しないこと。 

3．医療費の患者負担 

①患者の一部負担割合について、所

得を問わず、未就学児はゼロ、6～65

歳未満は２割、65歳以上は１割とする 

 基幹労連が退職者の会を結成 

「現役と OB との絆が図れる組織作

り 高齢者が安心して暮らせる環境

作り」をスローガンに4月22日、熱

海後楽園ホテルで基幹労連退職者の

こと。 

②高額療養費制度を簡素な制度に改

めると共に、より患者負担を軽減する

ものにすること。 

4．扶養家族の保険料 

被用者医療保険について、国民健

康保険料との均衡も考慮し扶養家族

の割り増し保険料導入を検討するこ

と。 

５．強制によらない制度運用 

医療に関する制度運用にあたって

は、目安・情報の提供と協議による選 

択を重視し、基準・要件による強制を

持ち込まないこと。 

①終末期医療について 

患者・家族の意思を尊重すること。

対処指針・診療報酬上の検討をする

場合は病状によることとし、年齢差別

をしないこと。 

②健康診査および保健指導実施状況

による後期高齢者支援金の加減算を

やめること。 

③生活保護法医療扶助におけるジェ

ネリック医薬品使用を強制しないこと。

以上 

               

 会（略称：

基幹労連シニ

アクラブ）の

結成総会が開

かれました。

これは結成

10 周年を機

に基幹労連が

立ち上げたも

のです。会長

に宮園哲郎氏、事務局長は小栗啓豊

氏が就任しました。 

総会には退職者連合の阿部保吉会

長が来賓として出席、祝辞を述べま

した。（写真は、挨拶する基幹労連・神津

里季生中央執行委員長、22日） 


